
●活動の概要

●団体名・クループ名

●活動の場所 ●活動したこどもの人数

●活動したこどもの学年

法吉こどもエコクラブ

2004

環境大臣賞

島根県松江市
松江市法吉および城北地域を中心に
：北田川（常福寺川）
流域4kmおよび周辺の山地・野原・田畑など

平成10年より16年度の間約60人　
16年度は11人

小3～中2

�１．法吉こどもエコクラブ誕生の由来�
　北田川のホタルは戦後、農薬、洗剤、化学肥料、川の改修、住宅開発などで減り続け、昭和59
年よりの砂防堤工事の始まりで平成の初頭全滅のおそれも出てきていました。�
　その頃、「みんなで守る郷土の自然」の「ミスジカワニナ」、「みんなでつくる身近な自然観
察路」で「法吉北部地区4コース」が選定を受け、これを支えると共に、この地域の60余か所の
古代遺跡を保全するため、地域の有志と公民館の後援によって「法吉・白鹿・真山の自然と文化
を育む会」が平成3年に結成されました。�
　当会では、どの後直ちにホタル公園造成を陳情、翌4年には市・県共に工事計画が進み、更に
環境庁の助成もうけ、5ヵ年計画で工事開始となり、残るホタルとミスジカワニナと自然護岸の
保全を基盤に自然石と木材、植生を基調にコンクリートを最小にした工事が進められ、平成9年
度の末に一応まとまりました。�
　平成9年度「育む会」の自然部門の有志が中心にサポーター会を結成、環境保護を更に地域に
根付かせるため地元小中学校3校によびかけ「法吉こどもエコクラブ」を10年4月発足させること
になりました。�
２．クラブ育成の経緯と活動の概要�
　このクラブの育った基盤は地域のもつ風土と光るホタルの魅力が調和して生じたと思います。
昔の北田川を聞く調査でも、現地で暗くなるまで話す地元の方と子どもたちの輝くまなざしはホ
タルの光が共通理解を生み（タイムスリップ・北田川）、林道のクリン作戦、3枚のパネル作成
、毎年のカベ新聞、石けん作りなど、始めと終わりはいつもホタルにあったように思います。�
　クラブの運営にあたっては、子どもエコクラブ憲章を基本に、自主参加をめざす「こども協議
会」、体験学習を基調としたこどもらしい素材と扱い方、ファミリー活動、よびかけ活動（ホタ
ルまつり、クリン作戦）、作品の展示会などに力を入れました。�

�◆審査委員の評価ポイント

　地域をあげて環境と文化を守る運動をおこし、その一環としてホタルの復元を図っているクラブの
方針と実施活動は　総合的ですばらしい。
　特に、以下の点は審査委員から個別の評価を受けている。
　・子どもの疑問や感動のあふれる活動を行っている点
　・ホタルの生息場所の保全をめざした水質や生物の継続的な調査
　・ゴミひろい、地域説明、不法投棄パネル、募集と呼びかけ等、広げる取り組み
　・７年間の継続性と多面的な取り組み
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